
｛ プラハの 乃 木 ｝ プロ ロー グ

５ 月 １ 宮 日 に スイ ス ・ チ ュ リ ッ ヒ に て 開 催 さ れ た 『Ｃ ｏ ｒ ｌ ｎ ｐ ｈ 量 １ ａ」

セ ー ル に 出 晶 さ れ た
、
“
贈 呈 シ ー ト

”
王 宮 点 は

、
私 痕 藩 札 し

、
昨 目 現 晶 も 無 事 に

到着 いた しま した。 弊枇 の
ｒホ］ ムベ ージ 立ち 上 げ」 時 に、 よ り詳 しく 報告 する

つ もり では 有りま す都、 ご多 忙中 にも拘 ら ず、 無理 な蘭い 合わ せ に狭く お答 え

頂い た皆 様の ご好 意 により、 はっ きり した 緊牲 那判明 いた しま した凸

緊 早く コ ンタク トをいた だ き、 値段 一任 にて お買 い上 げの意 思衰 示 をいた だい た

５名 の方 も含 め、 資 料・情 報 をお 寄せ いた だい た方点 に、 本目 現在 判明 した デ］ タ

を添 え、 現晶 のカ ラー コ ピー お送り い た しま す刮

靱刷 は 純 自と言 える 自紙 で 透か しは無く、 無 色透明 糊湘 引 かれて いま す吊

もっ とも 印象 的 に近 いの崩、 昭和 白紙 昌円・ １ ０円 の紙 ｛に透 か しを入 れた〕 と 糊

です。 何 れ も、 爽際 に製造 した切 手に使 った 原 版を用 いて 岡刷 し、 小型 シー ト風 に

仕上 げて いま す。 目打 は一 見 した とこ ろ、
「全型」 の よう に見受 け られま す。

「製造 面 のデ ータ」

額面 全体サイ ズ 胃打 印面サイ ズ響

王 曜ヨ５ 涯； ユ ０ ５ ｘ ユ ｛ ７ １ ３ ｘ ｝ ３， ５ １ 呂

１ 昭 ユ 垂菱 １ ０ ５ 荒 １ ４ ７ １ 君 亜 ユ 呂 ■ ５ 王 畠

１ 昭 ２ 銭 １ ０ ５ ｘ １ 呂 ７ １ ３ ｘ 王 ３ ・ ５ １ ９

王 昭 ４ 銭 １ ０ ５ ｘ １ ４ ７ １ ３ ｘ １ 葛 ・ ５ ｝ 呂

１ 隅 １ ４ 銭 １ ０ ５ ｘ 至 ６ ７ ユ 呂 亜 王 ３ ・ ５ １ ８

１ 次ヨ召穐 は １３ 年 ２月 ま でに 発 行さ れた ５額 面 で版 式 は平 台 です。 ち」；っ と 意 外 だっ た

の 掠
、
２ 銭 と ４ 銭 淋 最 初 の 覇 刷 の 輪 転 で な く

、
平 台 印 刷 だ っ た こ と、 も っ

と も、 こ の
額 面

の 場合 ほ 窓口 への 出現 時期 か ら半１ｊ断 して 嘩 台」 で あって も、 矛盾 は しない と患 い ます。

昭 白 ５ 円 １ ０ ５ 亜 王 尊 ７ １ ３ ｘ 王 ３ ・ ５

昭 白 １ ０ 円 １ ０ ５ 亜 王 ４ ７ １ 呂 ｘ １ ３ ’ ５

い ずれ も 凹版印 鮒 です田

富 士 箱 根 １ ・ ５ 銭 １ ０ ５ ｘ 王 在 ９ １ Ｂ 亜 王 ３ ・ ５

富 士 箱 根 ３ 銭 １ ０ ５ 亜 １ ４ ７ １ ３ ｘ １ ３ ． ５

當 土 籍 根 ５ 銭 １ ０ ５ 亜 王 ４ ７ ユ ３ 亜 １ ３ ・ ５

麗 士 籍 根 １ ０ 銭 呂 Ｏ Ｉ ユ ２ ７ １ ３ ｘ 王 ３ １ ５ 縁 は 縮 小 と 思 わ れ ま す右

印刷 形 式 はグラ ビア で、 スク リー ン は１８ ０ 線です。

愛 国 ２ 銭 ユ ０ ５ ｘ １ ４ ９ ユ ３ ・ ５

愛 国 ３ 銭 １ ０ ５ ｘ １ 迫 ７ １ ３ ・ ５

愛 国 ｛ 銭 １ ０ ４ ｘ 王 些 ８ １ ３ ． ５

印糊 形 式 は グラ ビア で、 スク リー ン は１宮 Ｏ 線です。 この シリ ］ ズの み、 目打 が



１ ３ ・ ５ １ 発 行 さ れ た シ ー ト と 伺 じ ピ ッ チ と

感 じま す。

壱宇正圓議…事 堂 １ ・ ５垂菱 １ ０ ５ ｘ １ ３ １ １

帝 霞 議 事 藍 畠 銭 １ ０ ５ ｘ １ ４ 冨 １

帝 国 議 事 堂 ５ 銭 １ ０ ５ ｘ ｌ ｛ ８ １

帝 国 議 事 堂 １ ０ 銭 １ ０ ５ ｘ １ 呂 ２ １

印届一」形 式 は凹 版 です。

、うと こ ろに、 製 造者 の確 圏た る意 思 を

五 １ 君 ・ ５ 縁 は 縮 小 と 思 わ れ ま す白

Ｘ ／ ３ ・ ５

ｘ ユ 呂 ・ ５

ｘ 工 ３ ・ ５ 縁 は 縮 小 と 思 わ れ ま す。

い ずれ の 切 手 も、 神経 質 なほ ど、 窓口 から 発売 さ れ た ものと、 製 造面 の 思想 は
一 致 して

お り、 透 か し崩 無い こと を 除 け ぱ、 単符 にく り抜 け ぱ、 正 規 には 発売 さ れ た物 と 匿別 でき

ま せ ん
。

今回 の セ ール に出 島さ れた 王 ８点の 他に、
ｒ制 定 シー ト」 の岡 種の もの が 存在 した はず で

然る べ き 筋を当 た って、 問 い合 わ せを して お りま すオ
童返事 を碍 て おりま せ ん。

オ］ク ショ ニ アか ら得 た措 報 では、 持込 みは アメリ カ から なさ れて おり、 「チェ コ」 に 何

ら かの 接 点オ 靖 るとの 憶報 に は接 Ｌて おりま せ ん。 出晶 時の 記載 も、
ｒアメ リ カ 箪関係 ？」

の 賭 塁 シ ー ト ？ み た い な 説 明 で し た Ｌ、 編 集 に 携 わ っ た、 グ レ ッ グ ・ ト ッ ドの 認 識 は そ の

通り だっ たと 思 われま す。

落手 した物 の 内、 當士籍 槻 は、 ビッ ドの時 点 で、 入札 代行 と して引 き受 け てお りま した

の で、 藩 札 値に 若 干の 手数 料 を加 算 して 依 頼者 に 渡 しま す。 昭 白高 額、 愛 霞、 議 事 堂 は

い ずれ も セ ッ トを崩 すこと は 出来 ず、 ま た既 に ご希 望者 から のコ ンタク トが 有りま した。

昭和 切 手 はセ ッ ト売り でな く て も良 いの で す し、 全て の 賛料 で この マ テリ ア ルの 代表 と

して図 版 に 使 われ て いる の那 ｒ乃 木２ 銭」 です。 オ 山ク ショ ン１二出 して、 覚 橘 を決 め て身

の細 る 思 い をする 人の 表惜 を 晃たく も 有るの で す崩、 目 頃の お付 き合 いの 度合 い に免 じて

プ ラ イ ベ ー ト の 敢 引 で 了 解 い た しま した。 昭 稿 の ３ 点 も、 是 葬 に と の
ご 希 望 が あ り ま し た。

従 い ま し て、
オ ー ク シ ョ ン に て、

競 っ て い た だ け る の は ｒ王 次 昭 和 １ 銭」 １ 点 の み に 在 り

ま す． プ ライ バ ー トでの販 売 値 は、 ＠ ・・ 万円 均 川 （富土箱 根 を 除く〕 と せ ざる を得 ず、

も う少 し阜く、 こ の情 報 を正 確 に 栂て いれ ぱ、 よ 四 楽 しき ディ ］ ルが 出 来た かと思 え ぱ些

か残 念 な 愚 い もい た Ｌま す咀 た だ、 何 れの 商晶 も 入札 時 に 想定 した方 々 か ら素 皐く か つ的

確 在アク シ ョ ンを 頂き ま した の で、 迷 うこ となく 決 断 できま した。 手 探 り状 態 の
ビジネ ス

が一 件 落 着と いう こと を報 告 して、 取敢 えず の お鋼 らせと いた します。



『文献 晴 報」

該当 の 小型 シー トに関 して、 直 接・ 間 接に 触れ た 文 献が 幾つ かみ つ かり ま した由 後 述す

る例 て 非 なる も の も有 り、 こ れ と 誤認 され て 語 られて い ると 思 われ る表 現 も 有り ま すの で

分 析 して 見 ま す。

決 定的 な 資 料で、 議論 の余 地 なき 記事 が出 てい ます。 噸 手織 昧１ ７巻 固 号ｊ ＳＩ３ 年 ５月

に概 路が、
『切 手趣 咲１ ８巻 呂号ｊＳ１ヨ 年 ９月 刊に…羊細の 報 告が 図版入 り で報 皆 されて いま す。

１ ９ ３ 呂 年 ６ 月 ２６ 目 か ら ７ 月 ４ 目 ま で、
チ ェ コ の 宵 都 プ ラ ハ で 開 か れ た ｒプ ラ ハ １ ９ 冒

９」に 目本 逓信省 が 王邊 穣の 切 事、原版 １枚刷 り、目 打ち つき の物 を出 品 した との 記事 です。

サイ ズ は １ １ ５ ｘ １ ６ ３ ミ リ と 書 か れ て い ま す が、
手 元 に 有 る 現 物 は １ ０ ５ ｘ １ ４ ７ ミ リ、

掲 載 され た 畷 版 のバ ラ ンス か ら判 断すれ ぱ、 記 事が 現 物 に当 た らず、 デ 山 夕 だ けで 書 かれ

た 為、 繰認 さ れ た かも 知れ ま せ 仙 この 時 の切 手腰 へ の 出晶 暫は、 三三井 高 陽、 畜囲 一郎 の

両氏 で、 切 事 趣 映の 記 事で は、 ま さ に
「！ ９種 の原 版 シ ー ト」 が スタ ー の 如く 取り 圭 げら

れ てま した。 残念 な こと１こ、 こ の１時卯灘版 に は飾１」定 シー トの姿 は金く 蒐 られま せ ん咀

その 後 の データ は、
ゴ全目雄 螂鰯 竃培 号・付 録」 に乃木 シー トの腰１級 と、 一 覧寮 が出 て い

ま す。 蝿 韮 氏 の 大薯
「乃 木 ２鍍」 １ ９１ べ ㎞ ジに、 や はり ハ 木 シー トω 畷撤 が 砒 て、 そ の

出 所 は 「螂 寧趨 味７ ０巻 堪 制 で、 岡氏 の調 幕 には こ れが 「プラ ハの 乃 木」 の 如く 述 べ ら

れ て い ま す。
た だ
、
こ の 簿 翼 は ど う 蒐 て も、 無 目 打 で、

堺 輿 の 闘 係 で 胃 打 が 消 え た も の と

も一融 え ま せ ん。
ま た
、 現
物 を 蛇 べ た の で は 脅 り ま せ ん の で、 瞭 竃 は 出 来 ま 姓 ん

沸
、
「プ ラ ハ」

は 耶 台
、
「７ ０ 巻」 は ゲ ー バ ル の 様 に 蒐 ら れ ま す。

又醐 き■晴 報 では 宥り ま すが、 王 ９９ １牢 の 国際 麗 の あと に、 逓幡 簿 物 館所 蔵晶 の 鱒別 騒

赤が 複 数 圓 な され て おりま す。 部 分馳 嫡己鞍 は 『郵 趣」 讐 にも 出て おり、 一 部 は 写輿 も頂

書ま した。 この 時 の媛 添 晶 は、 直 接
「プ ラハ」 に 結 ぴ つく もの で ほなく、 よ り 広箭 囲口）

プ

ル ーフ や 無 目 打原 版 １枚刷 り の 小 型 シー ト的 なも の ポ 多か った よう です由 制 定 シ山 トも由

て ま し た が
、
『Ｉ 薗 シ ー ト」 で 杜く、

４ 繭 掛 け の 朱 裁 断 の も の だ っ た と の こ と で す。

こ の時 の 展示 晶 と、
『プラ ハ」 は似 て 非在 るもの なの で すが、 情報 的 に入 り 交 ざっ て伝 え

られ てい る 部 分も ある よう で す。 今唖１、 私
が 落 季 した もの は、 製 造繭 の特徴 か ら、

ｒプ ラハ

１９ ３ 畠」 の展 赤 を目 的と して、 極 少 数調 整 され た もの のＩ 点 だと は 思 いま すが、 残 され

て い る図 版 の現 物 では 有りま せ ん曲Ｓ１島 年 の園 版が展 示 され た現 物 だとす れ ぱ、 そ れは未 だ

に 姿 を 見 せ て お ら ず
、
ま た 今 圃 の マ テ リ ア ル の 出 所 が ｒア メ リ カ 軍 … 」 た ら ぱ、

チ ェ

コ の 次 か前 の魑 際展 の 同穣 の も の も、 突然 布場 に 現れ る とい う 可能 性 も ない の では ・・ と

い う こ と に して 置 音 ま し ょ う凸


